
カムチャッカ地震調査報告

1.概観

井，上 宇 j乱会

1) 昭和27年11月5日1時58分20秒にカムチャッカ半島南東沖に大地震が発生した.との地

震は太平洋岸に、沿って根室から茨城県目立までの間で数箇所で有感であったは、かりでなく，震央距

離2，475kmの輪島で、も感じた大規模なhものであった.との地震後2時間から 5時間して北海道太平

洋岸公よび本州太平洋岸の各地に 1""'2m前後の津波が押し寄せ，午後5時前後の満潮と重たって

各地に軽微な被害を生じた.

2)"中央気象台が決定したとの地震の震央は 530N，1600Eであるが，米国泊岸測地局(USCGS)

が決定した震央は 52.50N， 159~E である.

震源に沿ける発震時は双方とも 11月5日1侍58分20秒(日本標準時〉と決定した.

3) との地震の規模をリヒグー・グーテ yベムグの規模階級で表わすと， Pasadena地震観測所

では81/ιBerkeley地震観測所では 81/2と報じている.

震央距離2，100km以内の日本の気象官署の強震計の観測{直を用いて，坪升二博士の方法で・規模を求

めると 8.4となる. したがって，大IE12年9月1日の関東地震よりや L大きく， 昭和8年3月3

1 の三陸地震よりや L小さかったと考えられる.

4) 余震は日本の気象官署の資料に おもな余震の表
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米国治岸測地局の資料をあわせて， 11 発震日時 規 1実

月中に 152回， 昭和28年5月末日ま 日弘 Sept.， 29
d 
17
h 
22
m I {弘jE222ぷ)

Dec.， 23 9 24・ I6U (Pasadena) 
でに 238回観測された

1953;. . Jan.， 5 19 06 I 6U (Pasadena) 
余震は主とし七，本震の南西部すな F Jan ， 130223 |J6M~7(pmadma) 

Il6X (Berkeley) 

わち千島列島よりに発生している
Mar.， 6 06 01 I 6U (Berkeley， Pasadena) 

余震のなもなものの発震時とその規模は上表のようなものである.

5) 津波は北海道よりも三陸沿岸のほうが大きかった.北海道では最高1m程度の津波が押し寄

せて，浜中村霧多布; ~i\路，函館たどで・低地に浸水し浸水家屋を生じた.三陸氾岸では-，昭和27年

3月4日の十勝沖地震の津波よりも天きく，波高1""'3mに達した.そのため八尺市から塩釜市間

の各地で、家屋。浸水，回大[sの冠水港湾施設s ノリ・カキ養殖施設，漁船，t魚、具が破損または流失し

た.た烏，湾口ρ水流は宮城県西浜，気仙i{:{湾などで 6マイル/時に透したようである.

特 中央気象台観測部地震課長
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6 験霞時報 18巻 1号

福島県の沿岸では波高1"-' 2 m，静岡県下回港では波高 1m，三重県尾鷲では波高60"-'70cmの

津波があった;また，宮崎県沼岸では，津波は6時半ころから始まって，一部で・は最高1.5mに達

し，タ亥IJの満潮時には多少の被害を生じた.

たな，検潮儀の記録によると， sill¥路，宮古，ート三浜，石巻，小名浜，内浦，鳥羽，泊津での津波

は比較的めいりような上げ潮で始まっている.

6) 中央気象台で決めた震央を浪源とした津波伝ば図を描いてみると， sill¥路，宮古，小名浜jガ

ムなどではいすごれも作図から求めた到着時間よりも 10--30分くらい早く津波が記録されている.

とれは浪源が一点でなく，震央の南西にj去がよた相当な区域から津波が発生したものとすれば一応

説明される.とれに関連して，余震がとの方面によけい起っているととは意味があるととと考えら

れる.

7) 今回の地震では，震央の決定が困難で・あったので津波予報作業は十勝沖地震の際のように円

滑には行われなかったが，札幌管区気象台，仙台管区気象台から津波警報が発せられた.

8) 今回の地震の震央は東京から約 2，500krnの遠方にあったため，日本では地震によるl直接の

被害はもちろんたく，津波による被害も比較的軽かったのは不幸中の幸といわねばならない.

最後に米国の津波警報組織の中枢であるハワイの地磁気観測所から震央の通報を受け非鴬に役立

ったととを厚く感謝する衣第である.

2. 気象官署にかける観測結果

地 震 課特

各気象官署の験測結果から震源の位置，深さなどを求めると多くのようになる.

位一置 北緯 530 東経 1600

深さ浅

震源時 1952年11月5日01時58分 20秒(]..S. T.) 

規 模 8.4 (坪井の方法で求めたリヒター・グーテシベルグの地震規模)

また，手くの各地で有感(微震)であった.

北海道地方東部 (根室附lli，鎖1¥路附近〉

東北地方東部 (八戸附近，宮古附j[f，石巻附近)~ 

関東地方北東部 (目立〉

中部地方西部 (輪島〉

震央は本邦各地の P"-'S，Pによって求めた.たi;o-， .7fミ国の観測資料を参考にした(第1表参照}.

との震央で・走時曲線を措き和遼・諮問の走時表によって震源時を求めた.また，初動方向は各地で

世調査係
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南西の押しであった.

震央距離-2，100km以内の強

震計の観測から坪・井D方法tとよ

って規模を求めると，第2表の

ようになり，平均して 8.4にな

る.その際，各測候所。地盤に対

する振幅係数を考慮:に入れた.

な長，最大振|隔の発現時を第

5表に示す.

余震

本震に引き続き多数の余震が

発生した.第3表のと烏り、10

日までの5日間に 118回， 11月

58 

50 

ー中に合計 152回， 1953年5月ま、

148 

。

でに合計238回が観測された.‘ @ 

余震の訟もなものは第4表。と 42L一一

。
. 、

160 

。。

、。
。

'，:t-.りである.
..， Fig.2 余震。分布図 1952年11月.....:1953年5月

×・本 震

第 1'表

最大動振幅

N 1 E' l' z N，q l' E 1 zl N ，1 E I z 
P---S 

号

23415 l11 t 根網1釧稚E 室走路1内11 静

0時2 0分1 3秒499m4m1m8m1m8m|i1277秒3 9 13.7 秒 1戸U秒7|4fr +3μ 分140秒
42.-123I 3291  1146..97 13一.11( 一(一一) -1 2 55.5 
47.3 1 25 1 18 ・，ー 17.4 -1 2 50.4 
47.7 1 19 1 13 1 3.1 I 13.2 12.11 9;~ '1~187 ァ493
59.8 1 3.141 3.171 -1 4.9 5.3 I - 1-45 1-46 

168907 帯札浦室諜幌広知蘭1 器

02 01. 7 1 -'-1 2.13 一一 .16.8 一一一 3 08.3 
01.8 一一一一 一一一一 '23 47.3 
05.2 1 38， 1，25 -116.5 17.- 一一一 32.一
-122 ¥18 128 ¥21.6 20.3 1 21.3 I -:-1 (1+0)A -
19.1 一一一一 ，一一 8:7 + 10..41 2 04.6 

11 八戸T森附:I:i 
23.0 1 21 1 18 1 6. 5 1 18.0 18.0 1 16.0 ー 一一

12 青島秋宮革
32.ー 27255713.334.ー 33.-1 35.ーー 日329.-

13 33.8 1160 1 55 1 1 1 31.0 18.4'1 5.0 1 (-) 1 (一) (十 345.0 
14 38.31 11 1 16 1 13 1 16.5 19.2 1 16.4 1 ~: 
15 ・田 47.r 122 1 27 1 19 1 18.0 20.1 1 19.3 1 -; 3 42.7 

16 仙石山酒:t1B 形台巻

48.3 1 10 1 13 ' 1 4: 7 1 15.9 (+) 1 3 41.2 
17 51. 6 I 21 ' I 16' l' 4. 1 1 26. 2 27 5.115.3- -1 3 40.0 
18、 57.5 1 '8.1 112 I 2.5 117.5 17.2116.71 -1 一一

1290 j ， 島田 57.8 1 1.4 1 1.4 1 1.0 1 4.5 4.255 . 3-
03 00.6 l' 4.21 5.4 1 5.0 1 14.4 16.4 1 15.0 1 _.) .:-1 3 53.2 

、

-_8 .，--

172 

A 

km 
1495 

1155810 5 

1553 5 
163 

1660 
1745 
1745 
1835 
1875 

1955 
2020 
1970 
2050 
2100 

ー2195

2221255 0 

2190 
2265 
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番 最大動振幅 周 期

号
観測所 発震時

N j E I z N J E ) Z 
0時2 0分4 0秒2.、1 

mm  mm  mm  
15秒.2 23唱秒.7 13秒.6 76 

徳津戸島
5.0 17.0 3.0 

77 02.2 5.0 1.4 5.0 17.7 19.9 15.5 
78 02.6 6.6 5.8 2.7 15.5 18.0 13.6 
79 者浜島11 島田 05.2 7.9 20 3.5 '25.4 30.0 16.4 
80 06.2 一 一
81 

広室松高F戸島岬山知関脅者

06.8- 1.1 0.8 0.34 19.ー 21.ー 17.0 
82 07.3 37 42 12 29.0 305 .0 20.0 
83 09.7 2.7 3.3 1.8 20.ー 35.ー 20.ー
84 09.8 12 29 4.5 23.3 25.9 17.8 
85 17.2 16 20 6.3 27:4 34.2 19.3 

86 

福f宇大阿市蘇和7分島陶山k 脅器

18.2 9.6 6.2 10 19.5 15.5 17.2 
87 21.6 0.61 0.67 -120.9 30.3 
88 22.4 0.30 0.27 0.44 25.9 29.4 3.7 
89 22.7 
90 23.6 15 15 4.1 19.1 19.0 18.9 

91 

J~宿厳1耐えE泉毛本岳保1r長持勢
26.2 1.5 1.8 9 

92 28.5 0.94 0.95 
93 29.9 0.29 0.09 -1 19.5 1 19.3 
94 30.1 0.27 0.22 0.14 一
95 30.4 0.23 0.53 -127.2 22.1 

96 

宮鹿宮屋児久f崎島島r 

32.6 5 6.2 14 5.1 20.0 23.0 20.0 
97 37. 0.28 0.25 0.17 一
98 41.3 0.45 0.50 -1 2.4 1.2 
99 46.7 9.4 36 6.0 23.5 39.0 19.8 

一ー 一一

長最大動は強震計以外の地震汁によって験測した

初 動

N I "E~) Z 
μ μ 

ー25 -25 
- 3 - 3 
一
一
一

一 一
- 3.3 - 3.1 
一

一 3.4-(-2 ) 
- 2 
一
-12.8 ー 8.3

- 4 - 1 
(-) (一)
-29 -20 
一

qt3Z  2! 
-1 4 00.7 2 
-1 4 40.6 2 
4 20.9 2 
2 

4 22.9 2 
+ 33 4 36.7 3 
+3  4 27.5 3 
-1 4 23.8 3 
.，-1 4 33.9 3 

-13 
-1 4 39.2 3 
+ 3.1 4 49.4 3 

-13 
-1 450.0 3 

-1 4 37.9 3 
+ 1.2 4 57.2 3 
4 54.0 3 
-1 4 30.7 3 
+ 10.0 4 51.9 q 

+ 10 4 54.3 3 
(+) 5 02.8 3 
+ 21 4 21.9 3 
-1 5 13.0 3 

75 
00 
40 

5 
5 
5 
20 
30 

5 
50 
345 
O 

第 2表測候所ととの規模 第3表余震回数表

観測所 規模
日 附 数 11 日 数

根 室 8.61-
10月 日5 時02~時14 

312 8 
1日5 1 

14~02 16 3 

網 走 8.17 
602~~0I4 2 14 17 O 
14 9 18 3 
7 02~14 6 19 O 

~)I\ 路 8.30 14~02 10 20 2 
8 02~14 4 21 3 

手住 内 8.15 14~02 4 22 1 
-9 02~14 8 23 1 

本L 1蝿 8.35 14~02 8 24 o ， 
10 02~14 3 25 .2 

室 国司 -8.22 14~24 3 26 1 

八 戸 8.47 112 1 6 27 O 
3 28 1 

13 3 29 1 
宮 古 8.52 14 3 30 O 

三同位 森. 8.57 

盛 l司 8.67 

秋 田 8.23 

ー 小小合 計計計
118回

11 月 11 日~ 30日 34 
152 

125月3 17 
19 年

21 月月 23 

116 1 
3月

平 均 8.39 4月 8 
5月 11 
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発震時内緯 l 東経 11 発~ i!l' l;Jt *ill平副「ム震時 1-"λ両
22日75 時0109 2分592発栄禁特 2日9 時18 分29 

。
1日9 時03 分57 

。

50 11650 57シ4
53 30 11 35 19 22 .14 

29 11 12骨普 49 158 2 月 '23 04 .04骨卦 5272 15972 
29 21 21 1 19 55 49 ，1 15772 26 11 14骨骨 552 2 161 1 月 2 18 32 26 14 07骨骨 161 

.2. 12 14 5 03 45 48 157 4 月
4 15 45 48 156 6 14 37 6 21 14長兼 52 155 
5 16 48長 55 170 7 04 16 52 158 10 00 49 
5 19 06長

8町02332543栄 48 158 13 07 35 53 160 
5 19 19 49 155;'+ 53 160 15 10 19 47 156 

6 01 05 49 156 23 12 42 16 03 11 53 159 
6 19 29 49 116561 ‘ 26 09 32 51 156~シ4 16 18 03 
7 14 '48卦焚 5372 26 11.23 
12 14 46 53 16172 26 16 40 30 06 57焚長 49 156 
13 02 23帯決 49~シ五 156 3 月 5 月
14 22 01特長 52:% 159~シ4 3 07 22 3 03 40 
15' 17 16 53 159 3 07 49長長 51 159 420 29発 54 162 
18 02 20長兼

550377fy4 i 
155 ' 4 07 53骨 49 157 4 23 03 

19 03 12 16072 6 06 01骨 51 159 18 02 27 
21 10 43 50 155 6 06 21長 50 158 19 12 11発 52 162 

21 18 32 5525 7シ4 159 6 . 09、47 19 14. 57 5272 15872 
25 07 41 158 8 21 30長兼

459 0 11554677シ44 
2320 43 

25 20 50 55217元Y4 11 19 52長特 24 18 58 
26 1407 17 14 13 25 11 30長者 47 

11155日497九FP4 4 27 12 12骨骨 52 115690 774 17 15 36 51 159 26 02 :40長普 51 
27. 13 10 52 17 22 04長 50 157 28 12 31骨骨 48 

持震源時， 時 U.S.C.G.S.の資料によるもの

第 5表最大振幅発現時

最大振幅発現時 | | 最大振幅発醐 !問 最大振幅発現時
観ytl!J所

N I'E 1 Z 1 観測所 N l' E'I z N j E ，1 z 
分6秒33 
分I77秒0341分87秒35214叶i 分1121秒3225分1121秒4090分184秒408 2 

姫洲松米鳥岡 路取子本江山

分20秒23分秒一分秒一

8 55 12 23112 30 ー

7 25 11 271 -'; !llffii .~ 1 10 471 11 291 13 47 17 38112 38119 30 
10 06 21 25 
6 42 '4 121 4 121 ;m ::;t: 112 58112 301 1334115 14 ー

l9o 4232 5 3 
9 151 -'，.g !!if 112 21112 21114 09 14 581-114 15 
11071542 8514 0 一一 津 1548140036 1503 

10 12 00110 02¥1 Efl 1M 111 141 7531 5.05 16 
9 04 8 571 8 0611 .fii:， lf: P'J， 1 110 45 1329112 1611706 
10 421 il 1fi: Ifltit 1 1 13 21 15 541 15 131 21 07 

11 28 10 05116 1711 {ft: m.'1 9161 9 25 ー 15 30 
6 48 7 241 10 52 tl}w 1r，=.G 1 14 201 15 401 6 10 145 1813001530 
7 181 . Ii *m ，f-t k 10 271 11 38 ー 12 591 12 40 1 15 52 

19 34 2010，1 -:: *- ~ 11438116061528 13 561'12 56115 50 
809134  221312 ー 16061 ~I 28 35 

11 06 11 45116 05:1 IJsZ 1fl 114 02115 50 ー 125413 123 ー

11 31 19 001' 8 5511 m; .:J:f: 111 48111 47 ーで 14 08113 23113 23 
9 13 18 031 9 22 11 ，*. 19j' 1 11 36 1 11 271 12 55 
13 15 16 32113 081! 1itD tiI1 Ifffii-1 9 04112 39114 32 15 10114 10 ー

12 00 13 59115 32 
7 29 7 301 7 32!1 ~ ;fE!-111.37115 16113 41 6 321 6 221 6 15 

13.30112 08 ー 15 08116‘511 
9 46 9 451 -1 w; ;.fi/~ I I 15 30 18 31 
10 49 1613116191122214151415 22 40116 26123 22 
8 50 9 401 7刊 938110 001 4 50 19 00118 42125 30 
737 12 34114 091: Tt!'f ~1í.114 18112 57 ー
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3.調

3. 1 釘1[路沿岸

査 報'告

釘I[ 路測侯・ 9 所

~I\路地方、沿岸く第1. 1図参照〉には5日04時過ぎから日夜まで、に大小約10図。津波があった

カヨ， .被害は浜中村霧多布附近で家屋床下

浸水約40戸，昆布森，仙鳳肱で・漁網流失

程度であった.霧多布附近の浸水地域

(第1.2図〉は平均海面上約1mで，大

潮時に風の吹き寄せが加わればとの程

度の浸水はよくあった.た沿， ~I\路市内

では， ~I\路川が早朝から数回逆流し，最六波襲来時には数か所岸上浸水したが，完備した護岸のた

め，被害ばなかった.

43' 

14斗
g--a
，
 

i
 

Fig 1. 1 釧路地方沿岸図

Fig. 1.-2 浜中村霧多布附近の略図
矢印は津波襲来方向

度浸水した.浜中湾沿1，岸では半島のつけ

ねの細長い入江一帯の{豆地が最も浸水し，

12時 05分， 13時25分， 14時35分， 18 

時ごろの波ではいずれも床下浸水家屋があ

った.ととに， 18時ごろが最大で，その状

況は， (工「しほみ橋」北側の暮帰別方面では

入江の河口附近から流入した海水は道路を

霧多布(第1.3図) 築港事務所では，数分な

きに潮位を観測したく第1.4図).浸水区域で、は数

浜中~.iき

Fig. 1. 3 霧多布附近の浸水

×印は築港事務所水位測定地

ー
州
刈

15 /8' 21 

Fig. 1.4 霧多布の潮位変佑図.
測定の原点は東京湾中等潮位下O.999m

24-h 

- 13ー
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のり越えて西側の沼沢地に流入し，同時に一部は道路の東側低地沿いに北上して道路の両側の大部

分の民家に床下浸水Lた.(2)入江南東岸では東西に走る道路の北側まで、海水が押し寄せて道路の両

側にある大部分の民家に床下浸水ふ一部は「大橋」をぬけて南側の低地に流入して，附近の民家

2戸に床ア浸水した.(3)大橋のたもとの民家では，十勝沖地震の津波(今回と襲来方向は反対〉と今

回の津波の跡が二段に残り・，今回が約110cm低かった...c引霧多布市街の北側海岸の，低い部分で

は所々浸水したが，民家には浸水しなかった.

霧多布築港事務所の潮位記録(第1.4図)は，最高で、平常水伎と60--70cm程度であづた.ちな

みに，十勝沖地震による津波の最大潮高は平常水面上2"'3m(平均250cmとする〉高く，今回の

増し高は十勝沖地震の津波より 110cm低い.両津波襲来当時の平常潮位は今回が十勝沖地震の津

波より壷11路港(港内釧路測候所検潮儀記録長よび潮位表による〉で50--60cm高い.

すたわち，今回は満潮時く5日6時と 16時， 16時が大〉であって，霧多布も*lll路港間程度60cm

高かったとすると，霧多布の今回の津波の平常潮位からの増し高は 250-110-'60=80cmとなる.

6日は平常水位に復していなかったが，浸水家屋などを利用して海面から最大増水位までの高さ

を踏査測定したく第1.1表).

第1.1表霧多布附近の津波踏査表 被害は家屋床下浸水，暮

測 定 I測最大定増時水位潮(推位定か)までら I 場 所 帰別(入江の北側流域)14 

日時分 cm 戸，四区7J(玖場 L入江南東
6 08 10 110 霧多布北側海岸 (第1.3図A)

08 33 80 大橋南側浸水地 (第1.3図 B) 恨の 9戸.-計23戸.築港の
08 40 100 し日ーみ橋(第1.3区IC) ケイソシ流失1イ同(13時25
09 35 105 ノグ

13 35 100 ノア 分ごろ).

新川河口附近 (1)津波襲

来時;最大は5日16時どてる.満潮時に一致.(2)浸水区域(第1.3図参照);本図は5日16時現在推

定.(3)最高波高;測定の結果， 6日09時55分の海面から前日の最大潮位まで103cmあったく第1.3

図).(4)被害;床下浸水家屋1戸.

琵琶瀬附近 (1)襲来時刻;早朝~日淡に数回， 17"""18時が最

大，(2)浸水区域;琵琶瀬川河口の低地が大きく， 5日夕刻に床下

浸水家屋は寸a数戸に達し，さらに!犠幕帰島問の浅瀬を通過した

波は著しく高められ一部は琵琶瀬側沿岸にあふれて浸水したが¥

(第1.5図)，家屋浸水の被害はなかった.(3)巌'高潮高;住民の話

では，十勝沖地震の津波より約1mfJfく， iEUJ定の結果は 6日

11時 25分(干潮時に当る〉の海商より 114cm高い所まで上っ

-14-

Fig~. 5 琵琶瀬湾の津波
矢印は5日17--18時の津波襲
来方向



調査報告一一釧路測候所，函館海洋気象台 15 

たく第1.5図).

釧路市内 (1A津波襲来時刻と波高;港内常設のプレス型

検潮儀は03時45分(1)に津波第1波を記録している.また，

~I\路川河口に浸水のあっ.た波に対応する波を第1. 2 表に掲

げる.た~， 5日に津波が起ってから，港内の副振動は毎

日顕著で、，その振I~高は失第に減衰したが， 13日まで9日間

Fig. 1.6 ~I\路市附近の浸水 も顕著で、あった. (2)襲来状況なよび被害 5日03時45分

の第1波到来後， ~Il路川は約 50，.....，60 分の周期で逆流，常流をくり返し，満潮時の16 時近くに両岸

の低い数箇所から小規模に浸水したがく第1.6図)，家屋には被害はなかった.

第1.2表 郵1¥路川河口で浸水のあった波

時 刻 Ip.Lからの高さ|理之芯虫FA守!c当ふ平常潮b思ら)! 備 考

日5 時15 5分3 
cm cm 、 cm 
239 38 42 

15 40 246 45 46 最大潮位

16 27 233 32 34・

17 02 233 32 .38 

3.2 函館附近 函館海洋気象台

検潮儀に現れた津波函館港く第2.3図)の海岸田J， 函館土木現業所のリシャー Jレ式検潮儀には

津波が明記された(第 2~2 図).海面の昇降は 5 日 06時 30分

ごろから始まり，との06時30分の谷から弐の谷までの周期

は約2時間20分の長きにわたっている.以後09時20分ご

ろまでは小さく， 09時30分以後は著しくな丸、15時30分

は全振i隔が最大で'105cm，周期約30分，港域一部に浸水し

たが， 18時以後は芸大第に衰えた.

函館港の5日の満潮時は 06時05分と 17時00分の2回で

CPl 
150 

100 

$0 

(1)口絵参照

-15 ~ 
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F~g. 2.1 函館附近の津波
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あった.今回の津波の特徴は，初動のとるの長周期と，第1波出現から最高までに約9時間を経過

しているととである.

函館管内の津波 当台管内では，函

館港以外にも，附i庄の海岸線全般に津

ゆ

ε館山

4
|
|
|ー
ー

¥

町

(

幸

7

/

町

A
i
d
-
-
(本山

新

必

tool7¥ 

波が襲来し，上磯町，木古内町では目

測約 60~70cm の高潮があり， 16時~

16時30分に最高で、あった.函館港内

では5日正午近くから高潮が目測され，

14時ごろから高さを増した.市内真砂

町巴造船所(第2.3図B区〉では高潮は

14時とろ約60cmになり，約30分で

引き， 14時45分ごろ再来，造船所の

Fig. 2.3 函館港の浸水 一部に浸水， 15時40分ごろには約1

m造船所一帯に浸水した.また， A区の駅前マーケ吋ト一帯は道路から約50cmぐらい低いため浸水

は床下30cm，岸壁か

ら約150m陸地内に達

し， 18時以後は平常

に復した.た長，との

場所は3年前にも約10

cm， その後 2~3 回

わずか浸水のあった場

所である.函館港の地

形はU字型を呈し，津

波は比較的大き くな り

やすい.今回の海水の

浸入は岸壁すれすれか
写真 函館市内郵船浜岸壁を洗う津;波(5日16時)

または岸壁から 10mほど内側にある倉庫の入口〈岸壁の高さとほぼ同じ〉までであった.

岸壁の高さは，ふつ う ， 平均満潮時では水面との間は100~120cm であるが，駅前マーケ ット附

近の岸壁では約60cm，第2.3図C区， D区間の不浸水区域の岩壁で、は 150，，-，200cmで、ある.

被害状況 ; 津波の被害は，当管内では函館港域の一部だけで，その訟もたものは次のとゐりで

ある.

-16ー.
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( i )駅前マーケット，沿よび、郵便局郵船浜倉庫一帯の浸水.

(ii)真砂町渡島支庁地下室の変電室ボイラ一室150crhの浸水.

(iii)豊川町大洋漁業会社倉庫，なよび真砂町日本冷蔵会佐倉庫浸水.

3~ 3. 陸 奥 湾 奇森測候所

陸奥湾(第3.1図)では 5日05時ごる引き潮があり 09時， 11時， 15時"-'16時が顕著で，各

あり，路面が洗い流された.

地ば 30，，-，60cmの高抑jがあった.しかし，著しい被害は、なかっ

た.

脇野沢村(村役場談)5日は潮の干満が目だたなかったが，

‘15時""16時の間，約60cmの高潮が脇野沢港の防波堤に上がっ

た.しかし，被害はたかった.

川内港(田名部土木事務所談YJ1[内港での観測(Jf!内川の量

水標，港から約200m上流， Jf[1幅50，.....，80m)で・は，海面異常時

は5日05時30分"'-'17時30分，海水の高さは平均千湖面上150cm

第 3~ 1表 11月5日の大湊の津波(大法検潮儀記録)
大湊町(町役場，陸奥湾

水産増殖研究所談)津波
襲来波11 2 3 4 5 6 7 

く第3.2図〉の状況は第3.1
発現時 (h.m) I 06.20 09.00 10.3o 11.0o 12.30 14.20 .16.00 
一一一一ι ーート←一 一一一一一 一一一一 一一表のようであったが，第7
全振幅 (cm) I 10.. 20 10 20 10 20' 20 

沿，被害はなかった.

ml 

21-

レ./"'--/

I.5L一一ーち一一L一一一よ一一」j. L一一一」 L一一」一一J
Q 

L一一一.l....-..J12 15 13 

波以後も数?皮襲来した.な

~ぃJい
21 

Fig. 3.2 大 a湊の検潮儀記録、 (11 月 5~'6 日)

田名部町(役場談〉陸奥湾岸には異常はなかった.大字浜関根(太平津岸〉治防団分団からの電

話によれば， 14'時ごろに約1m，16時ごろに『や L低い高潮が襲来した.

野辺地町(漁業協同組合回答)津波の影響はなかった.

小湊町(安井崎燈台回答〉部落民も気づ、いた人がなく，異常がなかった.

原別村(漁業協同組合回答)14時"""'17時に海水が相当の速さで約50m主主流し，附近の田が水び

-17 -'-
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たしになった.

青森市(青森港防波堤燈台，市役所談〉青森県土木事務所附近の堤川が足立流し，海岸の漁港修理

詰所では海面が午前中に約
第 3.2表 11月5日の青森地の津波

一 一一一 、30cm，午後に40""50cm高
襲来波j' J: 2 3 4 5. 6 7 

-低した.被害はなかったが，
観測時 (h.m)1 06.ー 08.ー 09.50 '11.25' 13.25 15.- 17.ー
一 ←一一--'-~ 一一一一一十二一 一 ー一一一 一一一 5日15時ごろの高潮(第
水位(叫 5. 15 30 . 35' 20 .40 . 20 
ー一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一 3~3 図〉による境川澄流の

ため，堤川の国道堤橋架橋工事は中止された.危なれ工事事務所かちの電話では， 5日09時ごろ，潮

の異常が認められたとのととであるが，青森港検潮儀自記紙(第3.2表〉には 04時""05時ごろ数cm

の引き潮が現れている.

;3 6 9 . 12 15!令 ¥8 O 3 h 

Fig. 3. 3 青森港の検潮儀記録(1.1月 5日~旬日)

蟹田町(漁業組合回答)16時ごろ，波の高さが約60cmv'C.達したが，被害はなかった.

平館村 5日04時""18-時は潮が通常より大きかったが，被害はなかっ'た.今別村十三厩村も異

常がなかった.

佐井，大間，易問，大畑海岸には津波は見受けられたかった.

東通村(太平洋岸)(役場報告〕 大字日糠では海岸のほしイ元が高潮で流された.

B 上北郡泊 津波'と思bれる波は 06時30分ごるで'i，皮高は60cmであった.

3. 4. 青森県大三・沢附近 三沢航空測候所

町役場回答;津波は夜あけ後約30分く時刻不明)に引き潮，約30分後に襲来，作業中の地び、き

網の異常感で津波と判った. 5時50分津波予報をうけ， 6時50分""7時部落に伝達，警報が立ち

泊えになった所もあった.

休電日のため，ラタオで津波警報が聞かれなかった.津波の被害はたかったa

3.~ 5. 青森県鮫町一岩手県野田発 八戸測候所

八戸市湊町津波は6時40分ごろ認められた.との波は小波が安度も IJY[見後ゆっくり襲実した.

長第5.1図

~ 18 



川では，漁舵は航行した(河口の急:流部は困難〉が，ローリ γ グのため

イカの荷あげが困難~ IJ、舟は引き潮のため 2"'"'3か所で座礁した.上げ

潮は普通時より目測で最大約120cm，湖の速度は上げ，efき約5ノヅト，

津波は新井田川河口上流1kmCD岩城セメント会社岩壁で8時14分に約

20cm増水，同川下流の湊町河岸低地に浸水した.ー

八戸市鮫町鮫角でアグリ網1が流失した.

八戸市白浜，南浜，深久保，白浜では5時すぎefき潮顕著，昼まで3

"'"'5分ごと，のち衰えつつ19時まで・津波襲来，最高波10時 2m， 南

浜深久保の防波堤基礎工事破壊.

八戸市種差水位最高 150"'"'170cm，舶揚場岩壁浸水.

青森県三戸郡階上村角の浜、 11月5日階ーと村角の浜では6時30分， 8時

久鶏湾
00分 9時00分， 10時00分， 15時30分ごろ全振幅2"'"'4 mの津波が観測

された(道{弗巡査汲出所).

三主 オ1
pf 不氷 点舟‘真、

， 
J 

岩手

凪
/
J

U

・J.
a
品

品

川

内

グ
ヘ
長

久氏・

野田

調査報告一一八戸測候所，宮古測候所・盛岡測候所 19 

三戸郡階上村字小舟渡津波は5時30分ごろに約100cm，失は 6時

ごろに約100cm，'のち約30分ごとに数回襲来し，海水は海岸、へ6"'"'7m

Fig 5.1 青森県鮫町 ー浸入した.
ー岩手県野田の附図

岩手県九戸郡種市町海水がなぎさ線から 50m浸入して，養殖f リ

-石流出.

九戸郡中野村小子内 養殖ノリがかなり流出.

九戸郡夏井村退潮時に海鳴を間

く. /リの養殖施設多少流出.

九戸郡長内町玉の脇津波は5日

6時4-0分，玉の脇工務所の魚市場岩

壁2段目まで襲来，に段、し魚流出，

10時30分， 11時20分， 12時20分

ーにも襲来した

3. 6. 岩手県田老町一釜石市 宮古測候所。盛岡測候所

踏査地域(第6.1図)，の地形は，宮古湾をさかいにして以北は断崖が多く，その間数イ問の;J、湾が

開け，以南はリアス式海岸である.

今回の津波は，宮古湾で当時の水位上約120cmが最高で・あったが，多くは 80cm以下であった.

しかし，全域の半数以上の市町村で・家屋が浸水し，全域でカキ，ノリの養殖施設や建網が流失，破

-19 -



20 験震時報 18巻 1号

壊され，漁具，漁舷，護岸，、堤防がとわされた.

田老町田老 津波の襲来は海面が共第にー上昇する程度で，田老湾口
iI、*~

ノ
.
待
{
'
胡
・
叶

J

老

¥

田

Fig. 6. 1 田老~釜石
間略図

(第6.2図〉の四つ島附近では白波が立って1急:流化し，田老川河口附

近では津波の前線が認められた.国老では，

5日早朝から 11時ごろまで津波観測が行

われた. 8時すとし粛に最高水位とたり，

その水位は東京湾中等潮位西上約220cm

に達した.とのとき海水は突堤を越し，荷

揚げ場の石段の天端直下に達した.

宮古市宮古湾 5日5時40分ごろ，検潮 P

所(第6.3-1図 B)で津波が確認され 6

時48分から宮古港岩壁(第6.3-1図 A)で

水位観測が開始された.津波は襲来のとき

水面が徐々にーと昇し，引くとき防波堤突端

附近の海面にうずを生じた.検潮儀記録(口
Fig. 6..2 田老町附近の
¥ll各図破擦は明治29年，鎖 絵参照〉は4時05分よから念に上昇し，第1
棋は昭和8年の津波
浸水線 波~第3波の周期は約64分，以後約24分

Fig. 6.3-2 宮古港5日08時とろの水位分布，単位cm 101 cm)であった.

-20ー



調査報告一一宮古測候所・盛岡測候所 ー 21

最大振l隔は検潮儀記録では 5 日 7 時 59 分~8 時 10 分。 78cm (対応実測値は第6.3-1図， -Aの

第 6.1表 A点の水位測定値(東京湾中等潮位面上の高さ)

No.1 H寺 刻[水位 ijNo.1時 刻 l水位 lINo.!時 刻|水位

0時6'4分8 C6I3I7 3 E 時08 分36 
cm 

||l61ll 詰251 31 65 
2 53 32 38 73 62 I 18 
3 58 53 33 39 95 63 I 19 
4 59 42 34 40 94 64 1 - . 20 
5 07 00 40 35 42 112 65 I 20.5 

6 7 
ψ01 37 36 43 12-3 66 I 22 
02 22 37 45 114 67 I 22:5 

8 03 22 38 46 92 68 1. 24 
9 05 39 39 47 84 69 I 25 
10 06 37 40 52 1 70 26.5 

11 07 24 41 54 5 71 幻|
ー12 09 24 42 55 - 5 ，72 2マ.5
13 10 34 43 57 27 73 

228 8.5 14 113 2 79 
44 59 77 74 

]5 91 45 09 00 93 75 ー29

16 14 96 46 01 80 76 29.5 
17 15 109 47 02 81 77 30 
18 16 92 48 03 71 78 31 
19 17 94 49 04 

772 5 
，89 31. 5 

20 21 70 50 05 80 32.5 

21 58 89 51 06 76 81 33 
22 59 109 52 07 76 82 34 
23 08 01 132 53 08 65 83 ーヨ5
24 04 45 54 10 61 84 35.5 
25 13 -16 55 12 34 85 36 

26 14 -36 56 13 6 86 .36.5 
27 15 -40 57 14 -10 87 37 
28 22 38 58 15 -34 
29 32 24 59 15.5 -47 
30 34 3 60 16 -40 

B点の水位推定{直(東京湾中等潮位面上の高さ)

当所員の実測による.

当所員の目視観測に基き後刻測定す.

日時

日時分
5 07 59 

11 08 13 

推定方法

日

2

9

3
門

i
q
d
5
3戸
b
戸

b
q
u

つ
J
Q
U
9
3
氏

U

3
門

i
4
2
2
6
4
F
b門
i
氏

U

3

5

n
A官
1
i
1
i
-
フ
-

q

u

A
吐

A斗
A
Q
U
只
Uヴ
d
門

i
Q
d
Q
U
Q
U
F
O
Q
U
Q
U戸
h
d
F
U
A苛
1
4
1
i
T
i
T
i

C

一
一
一
一
一

173cm)で，とれが最大振l隔

と思われる.

最低水位は，実測値はない

が，枚、潮儀記録では5日23時

40分の東京湾中等潮位面下，

65cmであった.

宮古湾の推定水位は多くのと

沿りである.

A点(第6.3-1図)で・5

日 6 時 48 分~7 時 21 分 7

時 58 分~9 時 37 分に，岸壁

、天端(東京湾中等潮位面上109

cm)""水面距離をものさしで

-

m
 
ι
 -
A

υ

n

U

 

0

5

 

q
J
h

・，

実測した〈第6.1表，第;6..4図).とれらの値を東京湾中等潮位面上

の{直にた公すと第6.1表のようになる.

B点の水位は5日7時59分に東京湾中等潮位面上 130cm，8時13-

第 6.2表

11 07 18 

11 0734 
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Fig. 6.4 '宮古港岸壁 A
点の潮位実測値
(11月5日)

備 考

第6.3-.-1図において
、 乙DSEと30



22 験震時。報 18巻 1号

分には東京湾中等潮位面下33cmであった(第6.3-2図，第6.1表).

防波堤C-D間はほどーI宣・線となっているので，防波堤の海水にお"'"われた地点から水位を推定

じた.結果は第6.2表のと沿りである.

宮古市

高浜金

浜高浜

では，津

波は 5時

20分ごろ

から長)t誤1

された

く第 6.5 ほ竺

図，附表 Fig. 6.6 山田湾および般越湾附近
A 欠壊 B;護岸流失 C;橋流失 D;一部

参照).金 流失 E;10台流失 F;20台流失， 10台中破
G;中破 H;全部流失 1;被害大

浜の松原、
X B門1:17同第
③戎Jk.s減
A-'*.上3是，k
8 末、下"更'k

c ~夫主芝永
え主家尚向I

Fig 6. 5 宮古湾の略図
(基準は基本水準岩j頁以下2.58m) 

附近

では

津波

の跡、

が丸E

上 150cm(十勝沖地震のときは約1m)の高さに認

められた.高浜，金浜で・は，津波は赤前方面から

襲来したものが多く，金浜からの流失物は 6日の

目ぐれから大国浜に漂着した.

津軽石村堀内(第6.5図〉では，最初約60

cmの引き潮が認められた.

大沢村持 津波は最初4時ごろ海水が弓|いた上

うであり，地震を感じて津波に対して退避した人

があった.

山田町者 5日4時17分，津波注意報受領後，

骨第6.1図".第6.6図参照

/ 

- 22ー
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Fig. 6.7 大槌湾，両石湾および釜石附近
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とれを伝達に海岸へ行った警官が第1t，皮の山らしい波を認めた.

魚市場附近の岸壁工事.中の清水組で・測定した最高水位は工事基準面上(平均水面 f82.8cm)

170'"'-'190cmく役場でD聞き込みによる最高水位は7時ごろ平均水面上160""'170 cm) であった.

織笠村特 5日4時30--40分に第1波の山と J思われるものが認められた.被害状況は第6.6図に

示した.

船越村長漁業組合談;最高水位は水平面と約1m.

大槌村料寄せ波(騒音を伴う〉の速さはかけ足程度.

釜石市制 釜石漁協魚市場の建物の壁板ρ津波の跡から今回の津波が十勝沖地震の津波より高い

ととが判った.

3. 7 岩手県釜石市一気仙沼町 仙台管区気象台付発

今回の津波は卜勝沖地震より振l揺はや L大きく

て減哀が小さく 5月6--7日まで認められ，一

部低地で、床上浸水家屋があり，カキだたなどが移

動流失じた.

津波警報く5日3時35分津波注意報発宏)伝達

は，その末端部落をのぞいて，アさいたいよく行わ

れた.

唐丹湾津波は5日5時ごろ約 30cmの振動と

して認められ，周

期は午後のほうが

一/hト 1長く(附表参照)，

潟、内の小白浜(第

7.1， 2図〕では，
ヌ辺沙ム~D

~ ::::C:::::.力キいかだ

海水自;防波堤をわ
"1111のリ U-t"
d 船

Fig. 7.1 岩手県釜石一気仙沼の略図 ずかに越え(十勝 .Fig.7.2 唐円湾の津波

子中地震には越えたかった)， 最大はさん橋の先端を越え (11月15日8時22分現在の海面からさん

橋先端の高さは 195cm)，漁業組合(第7.2図， B)前の堤防を 20c血越えてく11月 15日8時 55分

現在海面~堤防 160cm)組合玄関に浸入， .5日に 128合あづたいかだ(第7..2図， A)は防減堤

骨銭6.1図，第6.6図参!開
制第6.1図，第6.7図参照
州美観測課 星啓介調査

-23ー



24 験震時報 18巻 1号

の内側(第7..2図， C) に，他は l't1へ移動，津波前に川にあった般は津波後は川上に，または ， i'l~

へ流出， うち 6隻は第7.2図， D のよ 2に流された.

吉浜湾持 今回の津波は十勝沖地震の津波より大きし振l隔は午前は小さく午後に大きくなった.

湾内では，数隻の舟はまちまちの方|古iに向きを変え，カキいかだがなかったととと，家屋が高地に

あったので被害はなかった.

越喜来湾脅津波は最高時(附表参照、)に橋を越えた.

大船渡湾持 5日7時35分の津波第3波(約2m)のため，浸水家屋が大舵渡町で・約100戸，赤

崎町で約103戸あり，湾内にはカキいかだ，ノリしばD津波被害が大きく，絞里ではさん橋が1か

所欠壊した.

広田湾持活、奥の;1、友では，津波は 5時30分""'""6時， 15時， 16時， 20時30分に大きく，振幅・

岩礁附近に集まり蜂ケ崎で・は水流の速度は発動機舶

(最大速度6マイ Jレ/時〉が約 30分間選めなかったほ

ど(平時のvffi速は約1マイル/附であつだ.

3.8 宮城県大谷一女Jll

Fig. 7.3 カキt.かだ，ノリし.ばの分布とカキ
いかた寺の移動. 矢印は津波流動方向.

仙台管区.気象台

大谷，日門 津波は6時30分の満潮時には振|揺が約1.5m， .16時30分の満潮時には振l隔は最大

2mになった仁第8.，1図，附表参照ふ

=十一浜，今朝磯，蔵内 津波の第2波は5時20分，高さ 2m，以後1.5mv波がくりかえされ

た.波の襲来推定速度は5マイル/時で・，海ぶくれ状に東北東方向からはいり，南東方向に抜け，岩

礁の多いとの附近Dいたる月!Tで・直径3-~10m のうずをまいた.引き潮の推定速度は 6'-7 マイル/時­

であった. 5日5時20分と 16時 30分の満潮時に襲来した波は;J:-.泉川を川口から 200m逆流し，水

位は 4m増加したく第8.1図，附表参j照ふ

骨第7.1図参照，州第7.1図，第7.3図参照
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Fig. 8.1 

宮城県大谷一雄勝の陥図

調査報告一一仙台管区気象台 25 

伊里前津波は伊里前湾、(第8.2図〉

の森島附近の海岸にきたものは反射して

湾内にはいり，防波堤を越え，B附主主のカ

キいかだをさらって防波堤Cv方向に向

かい，カキいかだをC附近くいかだの回転

からうず生成確認、〉にいったん停滞させ

てのち唐島・篠島聞を経て外洋に流出さ

イヲ子

司ー力キ

〆/ケ十
T/  / /〆///////せた.湾内の潮流の推定速度は約8マイ

Jレ/時.午前，午後計2回の満潮時ρ波は Fig.8.2伊里前の津波浸入

中央部が盛りあがり階段状に増水く第8.2 経路と伊旦前JIIの;主流状況

図〉して伊里前川を逆流し， }I[白から 700~800m 0，，)地点に達した.

志津川 津波は海ぶくれ状に増水し，うかりのl隔の大きいものがゆ

るやかに南からはいってく第 8.3~4 図)，約 5 マイル/時の速度で東ー

へ流れた.志津川湾に注ぐ八*香川，71¥尻川，

;是J¥<.

IUI，めリ

E・ f1 寄いが r~

x ;，鞠イ主観現'1良

品観，;111]長

@楳執すT

Fig. 8.3 志津川の津波浸入

汀1

3 

z 

新井田川は逆流し，八幡川では，川口から

1500m v地点に達しA点で5日8時15分第

6波の最高2:6m，71¥尻川では川口から800

mのB点で2.3m，新井田川では川口から

600mのC点で 105mであった.川が逆流す

るl直前は底がみえるほど水が引いてのち逆

流した.志津川観測所報告によれば， 5日10

回， 6日5回浸水，、床上浸水家屋32，床下

浸水家屋194，堤防欠壊5，水産被害甚大.

MV 
6 ‘ 9 12 . 15 18 21 0 .3 

Fig__ 8.4 宮城県本吉郡十三浜月浜(大谷，雄勝間)の検潮儀記録， 11月5日'-:'6日
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雄勝津波は5日6時ごろから明白になり， 6時30

分沿よび16時30分には|隔の大きな押し波が約4マイ

Jレ/時の速度で襲来し， 下雄勝(第 8.5図A，波高

1.5m)-の海岸に衝突して船戸海岸(第-8.5図 B，

波高 2.5m)に達しjさらに湾奥く第8.5図C，波高

3 m)に達Lて10町歩にわたり浸水した. ~寄の増7kは

海ぶくれ状で，湾の中央部の海水が盛りあがり，対岸

がみえないほどであった.frl昔戸寄りの海面のカキいか

だは押し波で・湾奥に流され，引き波(速度は約8マイ

Jレ/時〉で湾の中央部にうずをまいてB，A間で停滞後

外洋に流じ出された.湾奥の大原川ば数回逆流し，川

口から 200mに達し，ーどてを越して浸水した.

=ー カキいか1之、

雄勝湾一女川湾 最高波の調査結果は第8.1表のと長りであるく11月9日調査，第8.6，8.7，8.8

図参照、).

o 

。。 ρCヨ

Fig ¥8.7雄勝湾のカムチ?ツカ Fig.8.8女川湾のカムチャ
Fig. 8.6雄勝一女川の略図 地震津波の観測点 ッカ地震津波の観測点

第8.1表 宮城県雄勝湾~女川湾の11月5日16時30分ごろの津波最高波

地 名!立浜!大浜 Ii 
雄 勝

) 2 ) 3 )4'1 7/ 8 ) 

14 l' 75，1 73
1州 悌|叫叫叫 m

地 名 lホ浜l出島|竹浦l 女 JI J 

2 I 3 ) 6 1 7 I 81 T 
77 I ω|叶叶叶叫 87 

注:津波の最高波の高さは津波をのぞいた正常潮位からの高さ.
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3.9 宮城県牡鹿半島

、牡鹿半島沿岸く第 9.1図〉で・は，津波は沿治むか

5日6時--8時に気づかれ 5日16時ごろ最高波

(振|幅 2--3m)が出現， 各・地に浸水して被害を生

じたく第9.1，9.2， 9.3表，附表参照ふ

鮫の浦 5日5時

50分ごろ高潮があ

L 
Fig. 9.2 鮫の浦の浸氷
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石巻測候所搾

Fig. 9.1 牡鹿半島附近の略図

大谷川津波は5日16時--16時 30分に最高にr達して，海岸の堤

防く第9.3図，高さ砂地主3m)の東半部を襲い，堤防の商半音sで

第9.1表宮城県石巻湾東岸のカムチャヅカ地震 第9.2表宮城県牡鹿郡大原村のカみチャツカ地震
津波被害 . 津波被害

1. 家屋浸水状況 1. 家屋の被害

地別|床上|床下|計|摘 要 住家，非住家別|被害区分|戸数|摘 要

住
桃'浦 9 5 14 

、
• 、

月浦 3 15 18 

荻浜 13 12 25 

小積. 16 3 19 -家屋の大破傾斜 6

牧浜 3 9 12 

竹浜 2 3 1" 5 

鹿立 4 4 8 

福貴浦 2 6 8 

v合計 52 57 109 

ノY

ヨド ‘イ主

2. 土木関係

種別|被害区分[数 量|摘要

I'tt#=~f-k n.. 0..1..， = I幅 3ml
道路(村道)1路面流失3か所|長さ 2，06'0;1 

|欠壊 1か所|延長 200m! 

3. 水産関係

種別[被害区分|数量|摘要

2. 公共施設の被害
漁 舵 流破損失 251 隻隻 ‘26隻

F 

小積部落 大破欠壊 200 -m 
流破損失 43か統統

堤護防岸
牧浜 F 、 F 60 i定 置網

11か
45カ〉統

狐崎 // /ゲ 5 いかだ流破失損 358台 .358台カキ蓋:殖

牧浜 F 大き裂 10 
メリ養殖 種養ノ殖リ

1か所 231 9反0歩坪

判荻浜部落 1流失 l
7m  1 

上う 牧浜 11. // 5 種カキ 66，000蓮

骨 阿部実(鮎JI!町およぴ、小淵)，小林尚治(渡の波踏町査，桃浦，荻浜，小債)， 
太田久雄(大原，鮫の浦，大谷川，谷川J) 資料に基く.
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28 j験震 I時報 18巻 1号

怯学校の下方の小J11を逝流し，伝馬舵と丸太は71¥門をくぐって回にはいり，水門附近の堤防1.7m

の高さに・1皮跡を残した.

bd斗

!
lお句点閉大人保即断

Fig. 9.3 大谷川，谷川の浸水

A 十勝沖地震で破損

B堤防(砂面より高さ 3.8m)
C 砂浜(幅 50~100m)

D 断m
E 小道(だんぼ上30cm，
こ〉で、水がとめられた)

吟浸水

Fig. 9.4鮎川町の浸水

谷川 津波は5日9時， 16時に大きく，特に 16時の最高時には高さ約2.7mの堤防の約 2.4m

の高さまで・襲来し，小J11が逆流した(第9.3図).

鮎川町 津波は 5日8時5ω0分急念:に号lωしい、て 9時に最高波が襲来し，tl小、!川I1は逆流して川口から上流

270IU でで.高

小淵 5甲7時ごるからi波!皮支ρ土下が具常にたつた.

小綱倉津波は 5日12時ごろから 30分ごとに大きく襲来

し， 16時の満潮時に最高に達し， 18時以後は高潮がなくなり，

7時30分""18時に道路公よび同は浸水したく;第9.5図， 道路

の高さは砂浜から1.5m，国の高さは砂面上 15cm).

決浜村小積津波は5日8時(以前不明〉襲来しで著しく 51

き，まもなく，じわじわと押し寄せて9時ごろ護岸すれすれに

なり，ついで，普通潮位に引き， 14時まで約30分周期で襲来，

14時ごろ護岸上70""80cm，約30分セ約100m"51き， 15時30

分に護岸上90cmに達してから 17時30分まで浸水を起したく第9夙1図).

-28ー



調査報告一一石巻測候所 29 

荻浜津波は 5日?時23分に認められてからく荻浜漁業組合では 7時30分， 7時40分 8時40分，

9時07分， ，13時 22分， 14時， 15時30分， 16時， 17時42分にも認めた)6日， 7日まで続いた.

桃浦¥津波は 5日8時ごろ海ぶくれ状に襲来し，約 30cmëfいて約 5 分後に約~60cm の波が襲来，

ついで"1.5mefいて普通海面に復してから護岸下 60cmの高さの波が押じょせ，次に約20分間 100m

以上も海底があらわれて人々が魚、とりをするほど潮がひいた. 9時すぎ，海水は当時の干潮{立にな

り，約5分の短周期で上下動をくりかえしながら満，

潮位に達ーし， 10~ 

岸下約30

cmの高さの大波

が襲来して防波堤

を海水に淡し，小

川逆流して川沿い
ノ

の低地の家屋に浸 Fig. 9.7 渡波町の浸水
A万石浦・ B万石橋

水したく第9.6図)." " x量水標

、•. 4

・
、‘・
•• 
.
 
・.
浸水

Fig. 9.6 桃浦の浸水

その後も，海水は短周期で、ーと下して満湖面まで・下り 16:時 30分自然増水の形で・大波が護岸下 15cm

2 

3 6 9 

Fig. 9.8 

第 9.3表 水産試験場調査

時刻も
8 

214阿部 5427j ぉ
07 10 15 20 21 22 22.5 29 

潮位 m 0.90 0.60 0.10 1.05 1.20 1.25 1.30 1.4011.4:5i 1.501"_1.551 1.401
1.30
1 
1.10
i 
1.00 0.95 

時刻も
8 
30..5 31 32 33 33.5 34 37 50 

潮位 m 0.85 0.80 0.70 0.65 0.60 0.55 0.70 0.7510.801 0.701 0.7510.901 1.001 1.501"1.20 ー1.00

時刻tz8 |141 I1lj15|:1  53 551 56! 401 46 ~:I _ ~~I _ ~~i _ ~~I _ ~~I _~:l _ ~:I_" ~~ 
潮位 m 0.90 1. 001 1. 50; 2.201 1. 65 1叫13150[18170170i1501401

注 8時25.5分， 14時40分の値は万石浦湾口の石巻土木出張所の量水擦による.

- 29":-
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30 験震時報 18巻 1号

の高さまで襲来して前回の地域に再浸水した.21時ごろには引き潮が認められた.

渡波町津波は5日4時ごろから徴候が認められ，津波のため浸水があったく第9.7図).な沿，

津波観測は第9.3表のと長りである.

、石巻市津波第1波は 5日4時40分襲来，第2波以後の波は押し引きが烈しく，仲瀬の一都と

北上川すじの低地に一時浸水があ'ったく第9.1図長よび、第9.8図参照、).

3.10 宮城県塩釜湾P付近 仙台管区気象台骨

津波は5日 5---17時に約5回気づかれ，塩釜市海岸泊いの一部に午前，午後各一回浸水があり，

午後の満潮時ごろ最高水位は地上約 70cm~

普通り海水面上約 140cmに達し，水産物が

流失したく第10.-1図).

浜田津波は最初引き波らしく，押し波は

段状陀襲来し，最高波は 15時30分ごろ回

数は満潮時 40---50分前に 3回あり，周期は

5 ---10分，水産物の被害が多かうた.

塩釜市津波は 5日6時30分ごろに満潮

より約 50cm高い波が襲来，のち急:に引いて

から 9時ごろまで20分周期で約5回襲来G，

8時 30分ごろが最大で振Ip冨は 106mであっ

た (9時以後不明，第10.2図参照).たむ，

71<跡から測定された東京湾中等潮位上の高さ

浸水 花:1#1~.兵ぺ7

X #f湖町 i 

Fig. 10.1 塩釜湾附近の附図

はく1)舶着場階段 207cm，(2)太田屋橋橋りょう 165cm，(3)駅鉄橋上杭木 161cm，(4)海

ー句--L一一一L一一一」ー-L-l
3・ 6 9 12 

Fig. 10.2 臨釜湾の検潮儀記録 11 月 5 日 ~6 日

15 18 21 

一骨瀬良義郎調査
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調査報告一一仙台管区気象台，福島測候所 31 

岸前の家184cm，e. 5')北浜町海岸の小屋(上線午後の最高218cm，下線午前の最高 178cm).

陸上被害 く塩釜市警察調査〉は浸水床上 250戸，床下 215戸，農地5町歩，海ヒ被害(浜田を

含む〉はノリ種 1，630軒流失，ノリ 1，600軒流失，カキ4害Ij減，種カキ3害1)減.

西浜 モyド島でで、は，津波は5日6"-'7時に引き波があり，ついでで板で

して押し波が襲来し，沖がゴーという音をたてた.代ケ崎では， 5日7時30分に高さ 2mの防波堤

に押しょせた波と内側の西浜側とθ波高差が根もとで60cm，15"-'17時には約 30cmの波が襲来し，

みさきを通過中の巡航船 (6~イ Jレ/時〉が動けなかった.津波の周期は午前は約 10 分，午後は約

30分であった.

花淵津波は5日に押し波が段状に襲来し，、16時30分ごろ最高波が高さ2mのさん橋まで襲来した.

3.11 福島県原釜~浪江町 福島誤rJ候所持

今回の津波く第11.1図〉の波高は長島むね50"-'70cm 

最高波は 11月5日9時ごろと 16時ごろ， ととに 16時

ごろに現れ，松川浦に軽

微な被害があった.宮城県

月'a

島¥

図略の2m
 

'
i

、J
L

l
浪
ト

~

町一周県島
、
布

長佐藤義正調査

津
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の
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日

批

よ
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朝

」
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た
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田

に

し

尾

が

半

来

高

・

時

襲

釜

‘

波

日

が

原

出

~

波

波

日

い

=ノリ養殖場

×潮位観測点

荷 ・道路の一部

土砂決壊箇所

Fi包.11.1 松川浦の津波

松川浦 5日の津波は， ドック内(第11..2図)では平均海水面

より約 105m(港口は 40"-'50cm )， 普通の満潮時から約1m高く

上昇し，囲堤の→部に穴があき，ノリつけ網が流失した.た烏，松

川港突堤端の築港事務所CD5分ごとの潮位観測(第11.，3図〉では，、

9時 15分， 15時20分"-'16時00分， 16時45分'":""'17時40分には潮

位が2m(基準面は東京湾中等潮位面下0.674m)を越え， 12時前

後2"-'3時間の間には周期15分の小振動が現れた.

磯部 5日8時ごろ，波うちぎわから約 20mの所まで波が襲来

し，その高さは約1mに達した.蒲庭も同様で・あった.

鳥崎 5日9時ごろ 1回大波が襲来しに高さ不明)，真野川が逆流

して渡し舟が渡りにくいときがあった.
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32 験震時報 18巻 1号

/3 /4 
4 

/S /6 17 /5 

Fig. 11.3 相罵郡中村町大字尾浜字追川地内松川浦港導水堤先端 (+3.0m)で観測
東京湾中等潮位下 0.674mをOとする.破棋は推定潮候曲線

J， 
I~" 

北泉 S日の満潮時12時半-13時ごろ，大きなうねりが1回あり，その高さは約 50cmであった.

温佐浜でも津波を認めたものはないようであった.

塚原 5日E午ごろ，大波が砂浜の舟まで襲来じた.

村上 '5日午後2時間にわたって，高さ 50，，-，100cmの波が襲来した.

浦尻 5日10時ごろ，約 50cmの潮ぶくれが数回あった.
うけど

詰戸 5日11時ごろ，大きなうねりが2回襲来し，その波高は，普通の満潮時よりや L高く，

約 70cmであった.

3.12 福島県久之浜一勿来町 小名，浜測候所

津波は5日10時ごろと満潮時に近い15時ごろーに最大が現れ，最-

高と最低の差は約L5ri1で，三陸沖津波につぐ大きさであった.十

勝沖地震津波はとの地域ではきわめて小さく，気づかれたい所が多

かったく第12.1図).

久之浜町 5日5時40分ごろから当時の潮位より湾頭で，50cm，

湾奥で30cm高かった.

江名町江名港の津波は第12.1
1

表のと烏りである.

小名浜町津波は，小名浜港の検潮儀記録によれば，5日4時46分
Fig. 12.1 

ごろ第1波が襲来し， ごくゆるやかに15分聞に 42cmJ.:昇し， の 福島県久之浜一勿来町の略図

第 12.1表江名港内津波測定(江名築港事務所〉 ち， 32分間で70cm下降，第2波は約70分

昭和27年11月5日 | 振

h m' 、 cm
1015 ごろ I 100 
10 32 ---10 35 70 

中高
の周期で 60cm昇降し，のち6日朝まで12""

20分周期で・l.00"" l. 72m昇降，次第に減衰

して7日には 70""80cm昇降があり，余波は

10 37 ~ 10 40 

'10 44 ---10 47 
120 .c周期約2分く，らい 10日までに及んだ.
120 

10 58 ~ 11 00 ， 130 

満期のと弓 (17hC'ろ):• 105 くらい(周期 3~5 分)

港では波は 7時ごろ 70N80cm昇降し， 12 

時ごろの1波と 14""19時の十数波は平均潮

位上250cmのふ頭を約 50cm越したが，被害はなかった.

-32-



調査報告一一富崎測候所，長津呂測候所 33 

3.13 千葉県富崎附近 a 宮崎測候所

台風アグネスによる高潮のためはっきりはしないが，布良検湖所の記録によれば 6時10分ごろ

に第1波らしい押し波が認められる.との波から第4i皮まではかなり周期が長く，約20分くらい

あるが，第5波からはとの長周期の波に6分内外の短周期の波が重なり始めた.とれは湾の固有振

、動の周期と一致する.上げ潮の最大は 08時57分に起づて 272cm(平均海面上-I55cm東京湾中等

潮位土1:47cm)であったi弐の tげ潮は 270crrtで 09時35分に襲来し，被害はとの間に生じた.

その後も 80cm内外の波が認められたが，'17時半ごろからは 50cm内外に急:激に減小じ，その後，

弐第に衰え 6日13時ごろには平常に復した.当日は台風アグネスが襲来中で，風雨特報が出て

いたため，漁港では充分た準備がたされていた関係上，被害はほとんどなかったが，安房郡相浜港

ではけい留中の漁船が乗り上げ3隻が小破した.

3.-14 静岡県下回港附近

下回港 5日の津波襲来で下回港(第14.1図〉に被害があっ

た. 5日は， 8時30分ごろ，内港(稲生沢JIri可口〉の水が外港 CF

同港〉へ急:速に流失し，水位は漸減して約10分後に最低となり，

のち，上昇して8時50分ごろく満潮時約1時間後〉高潮(推定波

高約1.5m)となり，海水は島内港の岸壁の一部を越えて低い所に

浸水した.その後，津波は周期く第14.1表参照)約20分， .70，，-， 

80分公きに水伎のと昇が特に目だち(伊東港の津波の周期は57

'分)， 18"-'19時の満潮時には水位は最高に達し，海水は内港岸壁

をとえて全家屋が浸水した;との主き，外港から川口に向かう海

7.Kの流速は約3ノットであった.下回港内の a，b;c，一…f点の津

波による水伎の_1::昇は各点の最高水位の跡から算出された く第

一(十 20. 15 

寸口ユ=ロ

長津呂測候所普

Fig. 14.1 下回港の略図

a.b.c.…f.φ わきの数字は
津波による水位上昇の高さ
(cm)の計算値

事

本多光太郎，寺田寅彦両博士により求められた下回湾

の副振動の周期は計算値15.9分，実測値13.8--18.2分

帯瀬川，山本記
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34 験震時報 18巻 1号

第14.2表 11月5日津波の伊東港の検潮儀記録く網代測候所〉

波

一

時

津

一

現

J
H
H
リ

一

-

至

一

発

第 2 波|第 3 波|記事

時分| 時分 1
6. 35 7.ω|各波の波高は約3οcm

14.1図).ただし，潮位は伊東港のものも代用したく第14.2表参照).
/ 

J 

下回港の波高は湾奥の柿崎海岸で・大きく，湾口の大浦海岸でソj、さかった.外港弁天島附近では，

増水の場合，海水面があわだつでもりあがってそる感じがした.海水の振動は5日夕べ以後漸減し

て7日午前に及んだ.

被害 "C下田町役場調査〉は床下浸水家屋120戸，倉庫内浸水による商品損害は僅少で・あった.当

日，台風アグネスの接近による潮位の変化は大きくないようで，降雨陀よる稲生沢川河口の水位の

増加約10cmが水位の;増加に関係があったようである.

長津呂 下回港と同様な津波現象が認められ， 5日11時

30分ご:ろ湾奥で・周期4""5分，波高約1.2mの津波が襲

来したく後日実測により確認).

錦町

3.15 三重県尾鷲附近

尾鷲測候所

重

県

尾鷲 (第 15.1 図参照、〉には 05 時 55~分ごろ，津波の第

1波が到若し，その周期は約25分，その全振幅は約60"-'

70crnで，海水は白く濁った..07時30分ごろ，第2波と

思われるものが襲来し，全振l隔は弐第に小さくたった.海

面は平常より約 50"-'60cm高く，との状態は翌朝まで続き，

次第に平常に復した.被害は第15.1表参照.

。、
~ι ι 

野

j.量

Fig. 15.1 尾鷲町附近略図

第15.1表尾鷲町附近の津波被害
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3.16 宮崎県沿岸 宮崎測候所

カムチャッカ地震の津波は 5 日 6 時 30 分ごろ~7 時'ごろに宮崎県沿岸に達したく第 16.1 図，附

表参照、). 5日夕刻から夜の高潮は満潮時ごろで，アグネス台風が日向灘沖を通過中であった.乙

の津波で浸水家屋，その他の被害があった.

北浦村 5日夕刻から夜には海が荒れ，i，皮が高かったが高潮

は認められなかった.

邑司、.')
/、.......¥.."...."，- ~ f' 
/ リ

ノ {j;m村
/ 
〆

，叩島町

直
木
友
吋
l
山山戸宮

J
-

、E・I
-
J
V
/

3 宇内5毎町
‘ d・

¥円、 J
'iif 31Ð~奪回T

i錦町和l!f町

Fig. '16.1 宮崎県沼t岸略図

日向灘細島町 5日は午前中，津波は気づかれたかった(附表ー

参照〉が，夕刻から海が荒れ，潮位が高くなって町内に床下浸水

家屋を生じた.

内海町 5日6時40分ごろ，異常高潮が認められたく第16.2

図，附表参照〉が，波が高くなった程度で被害はなかった.

日南市油津町附表参照

南那珂郡南郷町栄松津波は 5日午前は 9時以後3回襲来し，

その波高1.2~1. 5m，突堤附近でゴーと音をたて完，約 30 ト~

の舟がいかりを入れたまま流され 5日午後は小波がくりかえし

て襲来しータ亥Ijの満潮時には大きくなって堤防が欠壊し，家屋に

浸水し，みち網がきれた.

福島町附表参照.

Fig. 16.2 内海修築事務所の検潮儀記録 11月5日--6日
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4.津 波

4. 1 本地震に伴った津波の伝ばについて

地 震 課発

本地震に伴って大津波が発生し，、太平洋周辺の各国検潮儀に記録され，わが国の北海道沿よび三

陸沿岸にも多沙の被害があった.との津波の伝Ir!図を作成し，実測値と比較してみた.伝ば図の作

図にあたってく1)使用した地図は地球の半径を 13.7cmとし(実際の 1000万分の 1)，.その北極に

沿いて切ずるステレオ地図を用いた.また，i良源としては 530N，1600Eの pointsource とし

た;作図操作については脚注論文を参照されたい.かように Lて書きあげた津波波商の図は第1図

のと長りである.作図により求められた走時と実測とを比較すると第1表のようになる

第1表走‘ 、時

観 測 所 !実現IJ 11 作図との比較

h m 

日十O列島に沿l書小 路古浜
01‘ 47 

作作作図図闘のほう?っが2約約0~21003分分0分おおおそい02 04 のほが そい
うの ( 名 02 49 のほが そい

Aleutian 列 1Adak 0025429 5 ー作ほ図とんのほど一う致が1時間半くらい早い島lこ泊zうもの Kodiak 

05 21 作図とのほうが致約10分おそい
太平洋上 hHfoidMwf1jhu 04 23 ほんどー

06 16 
同同一 上上 -Hi10 06 37 

E 

北米大陸1j Sah Fr 08 40 
同同

上
Acapulco 12 .37 上

また，i良拐、から四方に一様に津浪のヱネJレギーが発射され，エネルギーは波商陪直角に伝ばする
ものと仮定すると，各方面に流れるヱネルギーの割合は第2表のようになる.

第 2表津波の工ネ Jレギ一分布

方 面 エネ Jレギーの割合

Kamchatka東海岸に

Midway周辺氏

Hawaii諸島方面に

Marshall諸島から Hawaii諸島までに，

全エネルギーのが]26/36

Jシ

円。《
0

・
Fo

q
u
q
u
q
u
 

，，，，，
I''

，，，， 

1
ょ

っ

山

nhu

約

約

・

約

/γ 

// 

普久本壮一

(1) Geophy. Mag.， Vol. 23 No.: 4，、 P.339，--406. 
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38 験震時，報 18巻 1号

上記の結果をみると，まず，走時では， Kodiakに長ける値が実測と作図とで著しく食い違って

いる.とれは海図をみると，第2図のようになって語り， Kodiak島海岸から 100kmくらいi中ま

では海深100m以 Fで， ととろによっては，かなり沖合に 20m以下の非常に浅いととろがあり，

前記ステレオ地図上では作図困難で・ある. 今かりに平均海深を 50mとみなせば， 100km進むの

Fig. 2 

902 

93S 

に11/4時間かかるから，とれを考えに入れれば，ほ Y実

測と一致する. 多くに， わが弱1¥路， 宮古， 小名浜公よび

Guam にいたる走時が計算よりや L早くなっているが，

わが三陸海岸に被害があったととたどからみて，i良源は

もう少し南西にかたより，かつ，かなり広範囲な広がり

を有するρLではなかろうか.今かりに浪源を 120~ 130 

km南西にずらせばト太平洋東半部沿よびAleutian-.-

北米一一南米に沿っての定時にはほとんE変化がなく，

千島一一日本一一一内南洋に治つての走時は約20分くら
数字はひろ
点線はー 100ひろの等深線 い早くたって，実測にあうように思われる.実際，本

地震の余震は，大部分，本震の位置より南部に集まっているととも注目に値する.女に，エネJレギ

ーについては，第2表に示す数字の残り1/36が千島一一日本一一内南洋に，他の1/36が Aleutian

--北米一一南米に分布されるわけで，わが三陸、冶岸に及んだ該津波エネJレギーは全体のごくわず

かな一部にすぎたいという結果になる-が，日本海の東側D縁なよび、 Aleutian海溝=の南側の縁に治

う波面、は作図操作困難で・，との陵線に沿うととろでは，実際の伝ば状況が正しく表現されたかどう

か多少の不安があり，

残している.

ととに，エネノレギー計算のためのl直角な波線を引くととは若干疑問の余地を

4.2 カムチャッカ地震に伴った津波の検潮儀による調査

地、 震 謀発

1952年11月5日01時58分のカムチヤッカ地震にともたった津波を弐の太平洋岸の検潮所の記

録の写しにより調べた.

検潮所名は女のと長りである.

週11路，函館，久慈，宮古，十三浜，石巻，塩釜，小名浜，布良，内j甫，鳥羽，串本，和歌山，内

海，泊津.

骨技術係
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十三浜，石巻，小名浜，内浦，鳥羽， ii由津では比較的めいりよう

な押し波で始まっているが，他のものは台風による高潮のため第1波到着時間は確かには読みとる

ととはむずかしい.

多くに，各津波記録中の第1波の到着時間，その振l隔とその発現時，

その周期治よび起震時から到着時間までの時間差を第I表に示す.、

たな，気象台管轄検潮所の記録は巻頭の口絵に示した.また，函館，久慈，

の記録はそれぞれ本ー丈15ペー三人 19ページ， 25ページ，

39 波一一地震課津

とれらの記録中，週1¥路，宮古，

その周期，最大波の振|幅，発

現時，

内海十三浜，塩釜，

30ページヂ 35ページを参照さ，れたい.
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5. 津波予，報について

札幌管区気象台

5. 1 カムチャツカ地震の津波予報

津波にいたるまて、の経過

(1) 11月5日02時02分地震発生を感震器により察知， 02時22分地震電報第1報発信.

(2)札幌に沿ける観測値により，震源はアリウシャシ方商と推定したが，不確実のため，中央か

らの震源通知!電報の入電を待機する.

(3) 04時30分中央から震源第1報入電，地震の規模を推定， Mミ8.0津波発生を考慮するも中

距離地震のため，中央からの指示を待つ.

(4) 06時32分中央から震源第3報入電，津波警報発令を考慮する.

(5)浦河，調11路に海面状況を聞く.08時00分津波情報入電.

くれ 08時 10分太平洋治岸に津波予報を発令する.予報文「弱い津波J.

(τ) 10時05分津波警報解除報を発令する.1;津波解除2J.ただし， 解除後は津波に加わるに満

潮時烏よび「うかりJによる高潮を考慮G，17時00分予報課から指示報として下高潮の公それあ

り」を根室， ~I\路，帯Jl~ ， 浦河，室蘭j 函館に通報，以後高潮として取扱う.

津波予報の伝達に関する各地の状況

く1) 釧路測候所

通信線は全然障害がなかったので，津波予報は整然と各町村まで伝達され，警戒避難の処置をと

るのに効果的だった.第1i皮は 04時20分ごろ到来し"午前中の最高水位は 07時20分に現れ，予

報が多少遅れたうらみはあった.

(2) 根室測候所

警報の末端各国J村に:;Jt，-'ける伝達状況はあまりよくなかったが，標津ではサイレ:Y，ラジ才共同聴

取放送所などを利用して警報をつたえ，警察から処置について放送し待機の体勢をとった.

く3) 帯広測候所

大津，広尾警察署ではJ消防署，漁民と協力警備に当った.津波は約 1mの高潮で次第に衰えた

が予報の効果は大きかったf

く4)苫小牧

市内では，放送車により放送した.住民は平静で、あヲた.

く5) 室蘭測候所、

- 40ー
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¥.-"" .. 1、.'.
ι ~.i五両面::.. 

41 

市民には相当よく行きとどいたと思われる.被害があったのは 13時から 20時であったから，解

除が早すぎたと忠われる.

(6 ) 函館海洋気象台ー

09時の放送は手遣いのため行われたか・ったが 08時半ごろまでには電通，報道関係を通じて市

部，郡部とも伝達されていたようである.解除は比較的早く伝達された.

しかし，正午す智ても高潮が続き i 15時半ごる港域の一部沿よび駅前マーケットに浸水し始め

たので;16時15分札幌管i区からの情報に加えて r17時が満潮時で高潮は現在より 20""'30cm増加

'じ最高となるので，じゅうぶん注意されたい.駅前マーケット長よぴ郵舶浜の土地の低い所では特

に注意するようJと警報を伝達した.とれは 17時のローカ Jレ放送で放送された. 

. 5.2 カムチャッ'カ地震の津波予報‘ 仙台管区気象台

カムチヤヅカ地震にともなった津波ほ津波予報業務上「弱い津波J.であり，当台では津波注意報

続いて、津波警報「弱い津波」を発令したが，とのような遠地主&震による津波判定は津波業務以来は

巳めてのととであり，津波の資料不足，震央決定の困難などのため，作業がかなり無理であった.

本報告は各測候所の現地調査，自記記録jならびに当台の調査結果を要約じて，今後。法波予報たら

びに対策の資料とするものである.

津波予報発令経緯

津波電報は八戸だけであった.規穏によれば，津波電報は発震後3分以内に沿ける吏IE最大全振

|幅10mm以土のとき発信するものとなっているが，八戸では発震後約8分30秒で;12mmとなり，参

考のため津波電報と‘して発信したものと思われる.地震電報の入電状況は三欠表のとむりである.

地震竜報入電時亥 津波注意報く3時35分〉当台では，地震電報のうち， p"，s CD時

秋 田

小名浜ー

石 巻

ハ、 戸

仙 」仁泊F、
福 .島

新 j見

2 12 

2 15 

2.18 

2 19 

2 19 

2 20 

2 29 

聞を利用し得る 4か所だけの値では震央推定は不可能であったが，

さらに初動，発震時などを力rJI床し，カムチャッカ南方沖 (530N，

1630E)と推定した. L-かし，震央をとの点と決定するにはあまり

にも資料、不足であったので， r津波の心配なきゃ， 至急:震源知らせ

とう」の電報を中央気象台へ打った.中央から 3時 00分ごろ「三

陸はるか沖らしいも詳細不明，三三陸沼岸には津波あり τも被害なき

見込み」の連絡があった.とのように震央の決定は不確実で・あったが，震源が海底にあれば津波襲

来の危険が大であったので，一応，警備関係ρ注意を喚起するとととし， 3時35分「三臨治岸には

津波ありても被害なき見込み」の注意報を国警仙台管区本部へ通報し，各県国警本部へも連絡すfる

とともに， r三陸治岸には津波ありても被害たき見込み， 国警にその旨連絡せよ」の電報を管 F測
，.-，.-41ー
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候所へ専用線で、打った.

津波警報 (5時 50分)5時ごろ，地震の規模がかなり大きいので，津波警報発令を考慮、中のとと

ろ， 5時40分すきや八戸から「今とちらの川の水が弐第tとひいてきた」との情報がはいったので，直

ちに5時50分「弱い津波4区」の津波警報を発令した.も

津波警報解除(13時15分〉三陸沖や十勝f中の地震では当管内に関するかぎり，発震後津波の最

大振|隔の現れるまでの時聞は沿よそ震央距離 100kmにつき 1時間くらいと見当づけてよいが， も

ちろん，とれを今回に適用するわけにはいかない.今回のような津波の予報と解除を適切に行うた

めθ資料は手もとにたかった.そとで，津波第1波以後9時間もたっているから，振動も衰えるの

ではなかろラかという気持と，宮古から津波は弱まってきたらしいとの情報により 13時，15分解

除するととにした.しかし，津波は急:には減衰しないだろうという考えと， 16時ごろが大潮直後の

満潮に当っていたので，との点を考慮し，津波情報をラジオ放送し，同主旨の気象報を 15時25分

管下測候所K流した.

5.3 中央気象台になける津波予報の判定操作実況 地 震 課特

2時20分，大きな地震を記録したととを発見.

2時23分とろ，津波用地震計室の強震計p記象から， p/~ .. "S;1分3Q秒内外，記象から海の地震

たらば津波の長それありとみる.

2時25分. 地震計室から東京のP，.....，S:90秒，初動:南西の上勤，強震計以外の地震計はすべて

股針，最大全振幅:"7mm(更正振l幅:5mm)と通報があった.

2時30分J各地の資料から震央を一応三陸沖く北緯39度，東径146度附近?と推定. との震央

と東京の振|隔で津波判定図により小規模の被害のない津波と判定.震央決定に疑問があり，また，

e発震時は全く区々であるが，北方ほど早いよ.うでもあるなどの理白で 2時28分仙台からの照会

「津波の心配なきゃ，震源至急:知らせ請う」には回答を保留.

2時43分.J¥戸からの、津波電報振幅12mmにより「三陸はるか沖ら‘じきも詳細不明，貴台のp，.....，S

60秒くらいたらずや，三陸沖に弱い津波あるやもしれざるも資料たく不確実」と仙台へ回答.

3時ごろ.その後の入電は訂正をあわせ23通に達するが，震央位置はますます広範囲にぼやけ

るばかり.東京の観測を P"，S:90秒と確認. 3時 12分仙台から「当台にて震源はカムチヤッカ南

方沖東径 162 度，北緯53 度くらいに推定す，た~， 60秒附近にはSらしきもの認められず地動計，

強震計いずれによっても同じ」と入電. 北緯40度，東径165度附近が適当とすれば， 津波判定図

からは津波の規模はさらに小さくなる. 3時 18分仙台へ「三陸沿岸には津波ありても被害たき見

骨酒井乙彦
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込み」と打電..3時27分lホノルJレあて地震観測通報を行う.その後の資料を入れると，震央は北緯

40度，東径165度公よび北緯47度，東径165度附近にややまとまる.

3時30分仙台へ「カムチャッカ方面とすれば三陸方面の有感はいかん」と照会. 3時46分仙台

から「北海這方面の資料たく記録大たるため震度より p""，sに重きを置きたるためたり」と入電.
引続きホノルルから Fairbanks，• Honolulu， Tucson， Berkeley， Pasadenaの資料がはいる.電

文に誤りがある模様で有効で・たい.

4時て北緯47度， 東径165度附近が儲からしいが， その後の国内資料も悪く断をくだすととか

不能.三陸方面の有感が気にかかるので， 4時00分仙台へ「北緯47度，東径165度附近やもしれ

ずょ三陸方面匂有感は確実なりや至急:確かめられたい」と打電.4時40分仙台から「震度八戸1，

石巻，福島，小名浜はOに訂正す」と入電.同時刻ホノルJレから「北緯58度， 東径158-度」と入

電.われわれの震央とだいぶん遣うが，当方に決定的資料がなく，カムチャッ.カ半島には従来も大

地震の多いととなEからとの震央を採用.

.5時'35分.ホノルJレから「北緯51度，東径158度」と入電.

5時50分.との震央を最後的に採用，各測候所あて「カムチャッカ南方北緯51度， 東径158度

再験測願うJと通報.津波については津波が襲来しでも被害は起るまいと推定す.

6時20分.仙台から「ヨJ イツナミヨYJ入電.さらに， r津波情報1号」で盛(大船渡市)，
宮古の津波襲来実況が来た.即刻駐留軍へ「北海道，三陸方面IJ'i津波Jと警報をだした.ホノルJレ

あて「日本で小津波を観測した」旨打電.

6時50分.各新聞枇なよびNHKへ「本日午前1時59分カムチャ Jヵ南iJiiT¥l ve.相当大規模な地

震があり，とれより約2時間後の午前4時ごろから三陸沖泊岸で‘50cm内外の津波を観測した. し

かし，被害はない見込みである.たな，引続きとの程度の津波が本守日太平洋岸では午前中くらい観

測される見込みである」と発表.

6. 米国にかける津波の状況

米国p::jo-ける津波の状況 也
『

τ.，
震 課長

ハワ、イを中心とするカムチヤヅカ地震の津波状況がL米国沼岸測地局から「津波警報組織の活動」

と題して報告があったので，以下その一端を紹介する.

津波警報組織の活動

(ホノルル地磁気観測所の日誌から抜粋)

02時07分開感震器により大地震の発生を知る.

快 調査係
制時刻は日本時間
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02時15分~03時19分 . Fairbanks， Sitka， Tucson， Berkeleyおよび Pasadenaから地震電報入電

( 1回の通信に要した時間は最大11分)

03 15 震央は 510N，1580Eと決まる.
03 25 Attu島に03時30分から 05時まで， Adak Kは03時30.分から 05時30分まで，検潮儀

記録に注意するよう通告する.

03 34 東京あ丈地震電報発信.

0340 軍関係，‘警察などに注意報を出す

05 50 'Wake島および Duch，Harbourの同検潮所に 05時50分から 07時30分まで‘検潮儀記録

に注意す?るよう警告する.

06 07 Attu検潮所から入電， r05時00分の潮位11.0---11..2 feet， 05時05分2.1-:.2.2feet，な

お降下中j:

06 20 'Ada.k検潮所から入電， r津波は04時42分に始まる.検潮儀記録によれば，8分間に0.7feet

上昇し，.;!1(の21分間に3.1feet降下，与分聞に0.8feat上昇j.

06 26 Midway検甑所がら入電， r06時21分波高1.5feetの津波襲来，水位なお上昇中」

06 49 Wa:ke検潮所から入電， Wal沼地方時09時07分lfeetの津波襲来， 目下のところ危険
なしj.

06 53 東京から入電， rホノノレノレ附近では 1mの津波ある模様j:
06 55 Wakeから入電， r06時18分津波調査のため飛行機を飛ばすー.津波警報により，全員高地

I乙退避したため， Loran標識は発信を停止するj.

07 05'， Duch Harbour検潮所ーから入電， r津波襲来，潮位の最高は06時00分9.8feet， 10分後

には 1feet 降下j.

07 10 Midwayから入電"r06時08分第1波襲来， J1'(位は20分後に2.5feet上昇，次の8分間

に1.9feet降下，次の5分間に1.1 feet上昇ン弐の5分間に 0.8feet降下，次の4分間lこ

1. 8 feet上昇，現在降下中j.

07 26 M.idway入電， r06時36分水位5o8 feet降下，次いで上昇し，検潮所とさん橋冠水j.

08 10 巴 Ka.u.ai住民からの通報によれば， 08 時 02 分海岸から 6~8feet水が退く.

08 25 ，Midwayから入電， r06時45分， iWl位汁は4，分間に6.~ feetの上昇を示し，次いで5分
間に 5.3featの降 Fを示す.潮位は依然として高く，潮位計は変動しているj.， 

08 27 Laysan島に津波襲来の旨入電.

08 35 Wakeから入電， rWake地方時09時07分"めいりような第1波が1fc~!t の上昇で始ま

る.弐いで1.7 feet降下し， 0.8 feet上昇する.急激に上昇した第8波を除き，山から谷.

までの時間はがJ15分j.

08 45 Guam島の脈動観測所からe入電守下約2---3feetの津波が通過j.

一 09 20 M:lui島から入電， r海水が念激に退く，第2波では 250feet退く.Kalaupapaでは， 09 

時 10 分にわずか 5 分聞に海面が 7~10feetの具常変化を示すj.

09 23 異常潮が Kauai島を通過.

09 23 、Jqhnston島から入電， r08時00分水面上昇し始める.08時25分の波高15i1).ches， 08時

43分17.5inches iこ降下し， 08-時45分の波高10inchesj.

09 -33 Attu島から木電， r異常な高潮継続中， 06時45分潮位14feet iこ上昇， 08時05分13.5feEt

に上昇， 08時10分9.2feet に降下， Og時13分13.5feetに上昇， 08時25分4.8-feet

f乙降:下j.

09 39 Guam島から入電， r第1波は06時19分に襲来，潮位約1m上昇，検潮儀の示度は不明，ム

，-44ー
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自記紙上では第1波は仏inch上昇， 1 inch降下し，第2波で 11/8inch上弄，第1波の最

高07時30分i第 1波の谷は-07時48分，第2波の山は 08時 17分，貝下第2波の谷J.

09時44分~10時13分 -Hawaii諸島から津波の報告入電.

10 41 ---Kodiakから入電， ，津波は08時53分から始まる検潮儀記録によれば，27分間に0.5feet

上昇し， 45分聞に1.5 feet降下， 10時 13分現在除々に上昇中j.，

11 08 Guam島脈動観測所から入電， ，09時45分5.5feetの定常波が東海岸で記録されたj.

11 雪06--1145 定点観測船“Sl' (480N， 1620E)から 11時 20分海震を感じた骨入電.

12 10 Guam島から入電， ，検潮儀記録によれば， 4つの顕著な波があり，波高は第2波の後，減

少している.最後の極大は09時 30分j.

12 36 Midwayから入電， ，検潮儀はt，まなお津波記録中，振幅の極大は 10時 05分に 2.3feef， 

10時 50分に1.8 feet，その後も振幅1.5--2. 0 feet，周期15--20分で振動中j.

12 44--1~ 48 被害の有無について各所から入電.

12 48 Midwayから入電， ，津波襲来，地震計はいまfご地動を記録中なるも， すべて常態にもど

った..3:室信所の建物， JJ<.上機'器揚場の自動車道路，小般とその泊地えよどに小被害，士宮ク

ラブに大被害あるも死傷者なじJ.

1~ -52 Johnston島から入電， ，08時22分異常な低潮で島の南東側のサンゴ礁が露出したが，北

東側では潮位は高かったj.

13 39 Samoa島から入電， ，Pago Pagoで12時25分に津波を観測，波高は 3feetをわず、か

に下回る程度j.

附表カム子ャッカ地震津波観測一覧表1
ー・ ー

Li-J1 
第 1 波 最高波

時刻|波高時刻(波高

周 期 言己' 事

日時分 cm 日時分 cm 分
北海道

45 

霧'多 布 5 一 5 18 - 60骨
最記浸録高水家波に屋はよ築る港平水事作務所上のの潮値位， 

新 JI/ 一 16 - 一

琵 玉巴玉ヨJ 副頭 17--18 - ， 浸水家屋

割1¥ 路 4 20 16ー 一 一 低地帯に浸水. 
両立 館 一 一 、15-30 105 30 海5日面6昇時3降0分，浸C水ろ家約屋60cmの

青森県

陸奥湾 脇野沢村 15--16 60 一、

〆 八戸市鮫港 4 50 。 70 10 09 178 一 津波5日17時とろまで続く

白浜 5- 一 10 - 200 防波基礎工事破壊

種差 4 30 130 10ー 150--160 一 津波5日18時Cろまで続く

階上.村小舟渡 一 6 30 
15 30 

130 一 津波5日17時とろまで続く

岩手県

種市町 一 12 20 120 一 波あ養し殖は平ノ日石よ流り約出6m長L 可，リ

1 地震課
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瓦心?11第 1 波 最高波
期|

時刻|段高 時刻|波高

周 記 事

日時分 cm cm 分

種市町八木 5 一 5 1120 150 . 1520日~71時3k30m分の津波の波高

中 野 村 14 10 120 5---7 津波5日16時とろまで続く

久慈湾 夏 井 村| 4 30 200 声由一ー .， 津cCのZmn投養~5殖5以日施日4後時5設数時流5泊回0出分襲分のの被波高高210800 
来，ノリ

ノゲ 久慈町久慈港 3 48 一 10 58 185 10 

ノゲ 長内町玉の脇 一 一
津波55日H6時し124魚口時疏分加の出波分後高 12日150 一 cm， も襲
来， f乙ぼ

野田村宇部 一 12ー 150 一
津ら波5.---の6分周期，151時日2100時分3か0分ら2か0 

分

田老町田老 一 8 、， 220a 一 サケたであみ45枚流失

宮古湾 宮古市宮古港 4 30後
64持
24卦

浸水施あ水田み設家破1破:IEJ損損屋歩床漁カ畑K肱2キr破9町・床損ノ歩下9ワ， ， 12，冠// 高浜 5 20 一 18 ~ 150b たて

ノグ 金浜 一 、 一 18 - 300b 
養漁殖具

破損

/ノ 津軽石村法の脇 5 30 100b 

ノケ 堀内 5- 一 一 カキ浸畑・水1ノ0域町リ歩差屋縮1，70道施，路冠設破破水損損田20町歩

山田湾 大沢村大沢東 4- (ー) 16 30 たであみ流失4

// 山田町:山田 4- 8 25 
90----
110a 

4 30 70---- fこ蓋て護殖あ岸施み欠被設壊激損損2，漁カ骨キ骨 ・ノ
F 織笠村跡浜

--40 一
16 - 90a 2， 破損

船越湾 般越村田の浜 一 15 05 200b 
浸カ水キ家養殖屋施，た設て破あ損み，破護損岸1欠2. 

壊

. 
浸護重水岸抗般家欠肢屋鹿揖力65，キ冠Om・水ノ， 畑2.5 fIIJ歩，

大槌湾 大槌町大槌 一 16ー 150b リた施で設あ破み損破， 

同石湾 鵜住居村両石 i 6.23 16 10 230a 一 浸漁Tご船水て家破あ損屋み数，十カ，キ護・ノ岸リ欠施壊日設，， 

釜石湾 釜石市釜石 一 一 16 ~ 一
浸護具疏水岸家破失損屋床，漁t.5船0破，床損ト11，50漁， 

唐丹湾 本郷 | 14 30 200 
a.m.5~6 

--15 ~ p.m. 15 

// 小白浜 5~ 30 14 30 300 
15--20 
a.m.<p.m. 

吉浜湾 根白 p.m. 100 一
λy 官浜 p.m. 250 20 
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ぶ山Y
越

大般

広

気仙

伊

志津

雄

鮫

来湾

渡袴

1湾

沼湾

前湾

11湾

年湾

浦湾

越喜来村崎浜

越喜来村

赤崎村赤崎
， 

大船渡町

f白

小友村

脇の沢

松崎

長部

福伏

大沢

岩井沢

只越

宮城県

気仙沼町

大谷村 大日谷門

小泉村今二蔵十朝一浜磯内

伊塁前

志津川町

雄勝

大原村鮫の浦

F 大谷川

谷川

鮎川町

大原村小淵

大原村小網倉

荻浜村小積
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第 1 波 最高波

時刻|波高 時刻[波高

周 期 記 事

日時分 cm 日時分 cm 分

波のて川ので襲の流来は海面よの色がみ変えっ
5 4- {ー)

5 15 30 150 れのうに た
---17 わかった.流速800m/

ロun.

一 一 16 30 300 a~m.60 
p.m.10----20 

4 55 100 7 30 200 浸キ水・家ノ屋リ施，・太設被船渡害湾内のカ

4 50 100 
7 35 200 60 . 浸水家屋---8 

一 150 

5-
ー16 200 a.m.30 浸水家屋---16 30 p.m.lO 

一 一 一 100 一， 

一 一 一 .150 

4 10 16 20 180 
40~80 
a.m.・>p.m:

a.m.80 
p.m.40 十勝沖地震より小さい

一
15 150 一---16 

4 
一 15 10 

150 15 湾内りの舟期のヘさきの動きに
---5 ---200 よ周を知る

一 一 7~ 150 一

4 50 100 
7 30 140 60 カキ・ノリ施設被害8 30 140 

I 4 30 16 30 200 30 
津波は海ぶくれ状に襲来(5~10) 

5前 16 30 300 
30---40 
(5~10) 

一 16".30 .300 30~40 カキいかだ流失

4 30 ー140 180 一 浸津波水家は海屋ぶ，堤くれ防状欠壊に襲来，

6 30 
A150 

津カ波キはい海かぶだ流くれ失状に襲来，4 30 16 30 
B250 30 
C300 

(5 30) 16 -
270 25~30 
'-:""300a 

(730) 
16ム 230 30 

~16 30 ~250a ， 
(8 20) 16 - 240a 30 

(7"30) 一 9- 一 浸水あ家み破屋損床下26護，岸床破上損1，た
て 1，iiiT=f!:lVJ(Hi200 

(7ー) 一 15 .-:..... 215 一

(7 30) 一 16 - 30 浸水家屋，道路・田浸水

(8ー) 一 15 30 30 村内浸水， 附護岸上
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48 験震時報 18巻 1号

穴人三 五正面「 第 1 波 最高波

時刻 l波高 時刻|波高
日5時(7分23) 

cm 
日51時6分ー

cm 
荻浜村荻浜

// 桃浦 (8 -) 16 30 (15)掛

石巻湾 渡波町 4- 14 40 220 

グ 石巻市 4 40 一 一

浜田誇 浜田 、ー 15 30 
" 

~. 

塩釜湾 塩釜市 一 、 一 15 20長 210長

花淵 一 16 30 200. 

福島県

原釜~浪江町 一 一. 一
久之浜町 5 40 一 一 一
豊関町 一 一 16 40 120 

江名目I‘ 一 11- 130 

江名町中之作 一 一 10ー 200 

小名浜町 4 46骨 一 一、 一

江名浜町小浜 一 一
9 150 --10 

植田町岩間 .一 一
9 

150 --10 

、勿来町九面 一 一
14 150 --15 

千葉県

布良 6 58 -40持 8 57長 272持

静岡県

下回湾 下回 (8 30) 一 ~119 8 一

一
三重県

60 ' 尾鷲湾 尾鷲町 5 55 --70 一 一

宮崎県

日両市細島町 6 30者 20 一 、

内海町 6 40 一 一

日南市油津町 640特 一

南那珂郡南郷 一 一

福島町 640若 一 一 一

周 期

分
一

一

. 

5~10 

一
一

一
一

一

一

一

18--20* 

、
20 

一

一

， 

事

状に襲来，浸
岸上

5日14時40分の津波で被害，
浸水家屋床下14，床上 1，
漁網流失 2，ノリ 6カキ施
設破損i港湾施設破損

λ リ1600軒
割減，種カキ

産物およびそ

な被害

で5~6分周期
mの波襲来

ととる

Cえる

の漁船小破3

には海水が内
た，浸水家屋一

時30分は全振幅
期15--20分i浸
冠水，木材流失

50分，第3波5日
浸水家屋

0分，第3波5

5分，第3波5

潮時に堤防欠
みら網破損

時40分

注: 第 1波の欄の内は最初K観測された波， 帯は検潮儀記録による
最高波で aは東京湾中等潮位面上， bは平均水位上
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